平成26年度　再々評価調書
１事業概要

	事業名
	一般府道 豊能池田線（都市計画道路 止々呂美吉川線）道路改良事業

	担当部署
	都市整備部交通道路室道路整備課建設グループ（連絡先　06－6944－9276）

	事業箇所
	箕面市下止々呂美

	再々評価理由
	評価の必要が生じた事業（事業の一部再開）

	目的
	本路線は、「水と緑の健康都市（箕面森町）」へのアクセス道路【箕面森町区間】及び

新名神高速道路箕面ＩＣ（仮称）や箕面有料道路（箕面グリーンロード）へのアクセス道路【国道４２３号重複区間】として計画され、それぞれのアクセス向上を目的とし、新設道路整備及び現道の拡幅整備を進めるものである。

	内容
	延長：L=1.3km
幅員：W=14.0～25.0ｍ(車線数：２～４車線、両側自歩道)
（内訳）

【国道423号重複区間】道路新設及び現道拡幅　【箕面森町区間】道路新設及び橋梁３橋
延長：L=0.55km　　　　　　　　　　　         延長：L=0.75km
幅員：W=25.0m　　　　　　　　　　　　        幅員：W=14.0m
車線数：４車線　　　　　　　　　　　　　　　 車線数：２車線

	事業費

（　）内の数値は

前回評価時点のもの
	全体事業費：約 92.4億円 (約104億円)［国：約50.8億円、府：約41.6億円］
(内訳)
（億円）
　
　
　　　全　体
　
　
　
　
　
国道423号重複区間
箕面森町区間
合　　計
92.4
（104.0）
42.4
（40.0）
50.0
（64.0）
　
調査費
2.0
（  2.0）
1.5
（ 1.5）
0.5
（ 0.5）
　
用地費
12.5
（ 19.0）
3.5
（ 3.5）
9.0
（15.5）
　
工事費
77.9
( 83.0）
37.4
（35.0）
40.5
（48.0）


	
	【工事費内訳】

［国道423号重複区間］
・道路築造：約37.4億円

	［箕面森町区間］

・道路築造：約15.6億円
・橋　　梁：約24.9億円（３橋）

	事業費の変更理由
	【事業費変動要因の状況】

	
	［国道423号重複区間］
　中硬岩等が想定より高い位置からでてきたこと等に伴う工法変更
　　　　　　　　　　　＋2.4億円
	［箕面森町区間］
・用地単価の見直しによる変更　▲6.5億円

・橋梁の構造形式の見直し　　　▲7.5億円


	維持管理費
	3.9百万円／年・km


２事業の必要性等に関する視点
	
	【計画・再評価時点】
〔H10・H19〕
	【再々評価時点】
〔H24〕
	【再々々評価時点】〔H26〕
	【変動要因の分析】

	事業を巡る社会経済情勢等の変化
	○箕面有料道路

H 7都市計画決定

H10有料道路事業許可

H19.5 2車暫定供用

交通量（平日24時間）

　　　　H19.6：2,949台
○水と緑の健康都市
（箕面森町）
開発面積：313.5ha
〔再評価時点：H19〕

計画戸数：2,900戸

計画人口：9,600人
H 7 都市計画決定

H10 一部造成工事着手

H12 ｵｵﾀｶ調査委員会設置

H15 都市計画の変更

　　事業計画の変更

H16 造成工事等再開

H19 (都)止々呂美東西線
  　供用、宅地分譲開始予定
    (～H27)

○第二名神高速道路

事業主体：西日本高速道路㈱

　 　　　(旧日本道路公団)
H7　 大阪府域都市計画決定
H11　施行命令

H18　路線指定・事業許可
H19　用地買収着手
○国道423号交通量

H 9：7,460台／12h

H17：7,564台／12h
	○箕面有料道路
H21.7 社会実験開始
交通量（平日24時間）

　　　　H24.4：6,043台
○水と緑の健康都市
（箕面森町）
H19 一部まちびらき

現戸数：414戸

現人口：1,367人

H21 第2区域造成着手

H24 年度中に第3区域の事業実施判断予定
○新名神高速道路

H22　都市計画変更

H22　工事着手
○国道423号交通量
H22：7,292台／12h
	○箕面有料道路
社会実験継続中
交通量（平日24時間）

　　　H25.4：6,325台
○水と緑の健康都市
（箕面森町）

H26.1 第3区域
　　　実施決定
H26.3 現戸数：583戸

　　　現人口：1,934人

○新名神高速道路

H25.12時点
用地取得率　97％
工事発注率 100％
○国道423号交通量
H22：7,292台／12h
	箕面森町の人口増に伴う交通量の増
造成の進捗による人口の変動
事業の進捗による状況の変化
H17センサスからH22センサスでは、府域全体で交通量の減少傾向にあり、本路線でもその傾向がみられる。

	地元等の

協力体制等
	地権者や地元市町村（箕面市・豊能町）から、早期整備の要望がある
	[image: image1.jpg]




	
	【計画・再評価時点】
〔H10・H19〕
	【再々評価時点】
〔H24〕
	【再々々評価時点】〔H26〕
	【変動要因の分析】

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	【分析結果】
〔Ｈ１０〕
・計画時点では費用便益の分析手法が確立されておらず算出していない
〔Ｈ１９〕

B/C＝2.8
B=248.9億円

C= 88.2億円
【算出方法】
費用便益分析マニュアル（国土交通省平成15年8月）」により算出
【受益者】

道路利用者
	【分析結果】
〔箕面森町及びR423重複区間の両方を整備した場合〕

B/C=2.1※
　B=224.1億円
　C=106.4億円

※費用及び便益は、供用開始をH27年度として算出。
〔R423重複区間のみ整備した場合〕

B/C＝1.4※
B=59.8億円
C=43.0億円

※費用及び便益は、供用開始をH27年度として算出。
【算出方法】

費用便益分析マニュアル（国土交通省平成20年11月）」により算出
【受益者】

道路利用者
	【分析結果】
〔箕面森町及びR423重複区間の両方を整備した場合〕

B/C=　1.7
　B=　143.4億円
　C=　 86.1億円

※費用及び便益は、供用開始をH32年度として算出。
【算出方法】

費用便益分析マニュアル（国土交通省平成20年11月）」により算出
【受益者】

道路利用者
	・交通量及び事業費の見直しによる変動が生じている

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	【効果項目】

【安全・安心】・歩車分離による交通安全機能の向上

　　　　　　・車両等の走行性の向上による安全確保

【活      力】・地域間交流連携の強化
　　       　・物流効率化の支援

            ・新しい都市拠点ｱｸｾｽによる都市再生

【快  適  性】・十分な幅員が確保された自歩道による快適性の向上
・車両等の走行性の向上による快適性の向上

【受　益　者】・道路利用者
	

	事業の進捗状況

＜経過＞

1 事業採択年度

2 事業着工年度

3 完成予定年度
	①H10年度

②H10年度

③H27年度
	①H10年度

②H10年度

③R423重複区間：H30年度

 （目標：H28年度）

 箕面森町区間：未定
	①H10年度
②H10年度

③R423重複区間：H30年度

 （目標：H28年度）
 箕面森町区間：H32年度

 （目標：H30年度）
	

	＜進捗状況＞
	－
	・全体　10％

（9億円／104億円）

・用地　21％

（4億円／19億円）

・工事　 4％

（3億円／83億円）

※小数点第１位を四捨五入
	［全事業区間］

・全体18％（16.1億円／92.4億円）

・用地28％（3.5億円／12.5億円）

・工事13％（10.1億円／77.9億円）

［国道423号重複区間］

・全体38％（16.1億円／42.4億円）

・用地100％（3.5億円／3.5億円）

・工事27％（10.1億円／37.4億円）
［箕面森町区間］

・全体０％（0億円／50億円）

・用地０％（0億円／9億円）

・工事０％（0億円／40.5億円)

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・本事業は、新名神高速道路の箕面IC（仮称）や箕面有料道路から「水と緑の健康都市（箕面森町）」へのアクセス道路として、地域間連携・交流、物流の効率化に資するため必要である。

・平成25年9～10月に実施された箕面森町第３区域の企業進出意向調査で募集面積の約３倍の応募があり、ヒアリングを通じて応募企業の進出意欲・検討熟度は高いことを確認し、保留地処分についても十分な見通しが立ったことから、同区域の基盤整備工事の実施を決定した。それに伴い、一部休止していた箕面森町区間について、事業を再開する。


３事業の進捗の見込みの視点

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	・国道423号重複区間については、事業用地は全て取得済みで、本格的な工事に着手しており、新名神高速道路と同時供用を目標としている。（目標　H28年度）
・箕面森町区間は、箕面森町第３区域の整備や立地企業の操業時期に合わせた供用を目標としている。（目標　H30年度）


４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	・国道423号重複区間については、本格的な山切り工事に着手しており、土質により事業費を見直しているが、今後のコスト縮減や代替案立案の余地はない。
・箕面森町区間については、橋梁など道路構造物の見直しにより事業費を縮減している。


５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	国道423号重複区間については、切土法面が発生する箇所は既存の植生種を利用するなど、当該道路周辺の生態系を乱さないよう緑化対策について検討を行い、植生の回復に努める。

	前回評価時の意見具申と府の対応
	－

	その他
	【上位計画】
・大阪府都市整備中期計画（案）H24.3
【関連事業】

・新名神高速道路　H30年度供用開始予定（目標：H28年度）［西日本高速道路（株）］
・水と緑の健康都市（箕面森町）　H30年度　完成予定　[大阪府]


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○事業継続（一部再開）[国道４２３号重複区間：「継続」、箕面森町区間：「再開」]
　国道423号重複区間は、事業用地を全て取得済みで、工事は計画通り、新名神高速道路の供用に合わせて、完成する予定であることから継続する。
　また、箕面森町区間は、箕面森町の第３区域から新名神高速道路、箕面有料道路へのアクセス道路として必要不可欠であり、同区域の整備や立地企業の操業時期に合わせた供用を目標としているため、事業を再開する。



